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【トピック】 同窓会「たけの子会」 

大寒を過ぎ、暦の上では春が近づいているとはいえ、厳しい寒さが続いています。

保護者の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 学校では、寒さに負

けず元気に活動する児童生徒たちの姿に、私たち教職員もパワーをもらっています。

進路決定の大詰めを迎えている生徒も多く、体調管理には一段と気を配る時期で

す。「早寝・早起き・朝ごはん」のリズムを整え、万全の態勢で新しい季節を迎えられ

るよう、引き続き学校と家庭で手を取り合っていければ幸いです。 

今号では、本校同窓会「たけの子会」の今年度の取組についてお伝えします。 

 

１ 総会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５月１７日（土）に小・中・高重複校舎の２号棟プレイルームにて総会が開か

れました。当日は卒業生・御家族・職員を含め９６人の参加がありました。平成１

６年度から昨年度の卒業生に加え、今回、昭和６２年度卒業生のお二人が新た

に加入されました。 

議事では昨年度の活動報告や決算・監査報告、今年度の活動、役員改選等

が行われました。皆さん真剣に資料に目を通されていました。 

その後、卒業生の紹介や近況報告、恒例のビンゴ大会で景品を目指して、和

気あいあいと楽しい時間を過ごされました。年齢を超えて、荒尾支援学校を懐

かしみ、本校を想う気持ちが溢れる時間でした。 

 



２ 「二十歳のつどい」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ボウリング大会 

  

 

 

 

 

  

１０月２５日（土）に小・中・高重複校舎の３号棟プレイルームにて「二十歳の

つどい」が行われました。当日は２０歳を迎えられた令和５年度卒業生１９人の

皆さんを、御家族・職員を含め、総勢７５人でお祝いしました。 

たけの子会会長の野田忍さんからの挨拶では「楽しいこともきついこともある

けれど、周りの人を頼って自分らしく頑張ってほしい」というメッセージを、また松

尾校長先生からは「心配な時は誰かに相談してほしい」「一生懸命であってほ

しい」「美しいものを美しいと思う気持ちを大切に」と、この御縁を大切に自分ら

しくあってほしいとのお祝いのメッセージをいただきました。 

２０歳の皆さんからは「免許を取りました」「初心を忘れず頑張ります」「みん

なと会えて本当に懐かしい」「○○で仕事を頑張ってます」等の近況報告やこれ

からの抱負を語っていただきました。これからもつながりを大切にしたいと連絡

先を交換される場面もありました。皆さん久しぶりの再会で、思い出話に花が咲

き、とても心温まるつどいになりました。 

１１月２９日（土）に荒尾のパスカワールドグ

リーンランド店にてボウリング大会が開催され

ました。今年は卒業生・御家族・職員を含め５０

人を超える方々の参加がありました。ゲームが

始まると、一投ごとに歓声や拍手が沸き起こり、

ストライクやスペアが出た際にはハイタッチをし

て喜ばれる姿が印象的でした。 

卒業後の生活において、仕事や日々の活動

はもちろん大切ですが、余暇を楽しみ、相談し

合える仲間との「つながり」をもつことも同じく

らい大切なことだと改めて感じる一日となりま

した。 


